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概 要

公衆栄狸実習に，コン ピュータを利用した栄菱指碍を行う目的で，高木葉子らが開発した「ヘルスメ イク プロ

グラム」を検討した。

栄養科学生39人に基礎調査表 ・食生活調査表 ・活動調査表を配布し， 24時間にわたり記入したものを回収した。

NEC PC-9801に 「ヘルスメイクプログラム」のディスケッ トをセ ットし，各調査表の情報を入力した。つい

で一人の学生の，栄蓑診断 ・運動診断 ・総合判定アドパイスの過程を示し，更に全員の各一覧表作成および統計解

析を行い，その一部を報告した。

「ヘルスメ イク プログラム」には， ①メニュー⑫酒§礎数値入力③栄菱診断④運動診断⑤総合判定アドパイス恒准：

品ファイル登録⑦一覧表アウトプソ ト⑧統計解析⑨ファイル編集の9本のプログラムが備えられており ，栄菱科学

生実習には大変すぐれたプログラムであると考えられた。

1 はじめに

川崎医療短期大学に，病院向けの実力ある栄

養士養成を 目的として， 3年課程の栄養科が

1983年に開設した。カリキュラムの特徴は，川

崎医科大学附属病院を中心として， 1年間にわ

たり行われている臨床実習である。実習は5~

6人の小グループに分かれ，10か所を各4週間

でローテイトしているが，そのうちの公衆栄養

実習では， 学生が将来地域で栄養士 として活動

するときに必要な知識・技能・技術を習得させる

ため，人間ドック ，集団検診の受診者に対し，

健康教育や栄養指導などを経験させている。
1) 

厚生省は，1978年に国民の健康づ くりを提唱

し？）その柱として，栄養 ・運動 ・休養の 3要素

を強調し，特に地域住民に対して強く指導をし

ている。
3) 4) 

最近，あらゆる分野にコ ンビ ュータ が導入

され，栄養指導の分野でもコンビュータの利
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用が盛んであ り ~) 6)われわれも人間 ドックの食
生活調査をコンピュ ータで行っているが？栄

養 ・運動 ・休簑の立場か ら総合的に評価する コ

ンビュ ータシス テムの報告は乏しく，わずか

に高木らの 「ヘルスメイクプ ログラム」 8)9)が

知 られているに過ぎない。

われわれは近い将来栄養科学生実習に「ヘル

スメイクプ ログラム」を採用したいと考え，今

回栄養科学生を対象として「ヘルスメイクプロ

グラム」を実験したのでその結果に若干の考察

を加えて報告する。

2 研究方法

1) 調査対象及び方法

栄養科学生39人を対象とした。昭和60年12月

9日に調査用紙を配布し，12月10日または11日

の24時間の食事と生活について記入してもらい，

12月11日，12日に回収した。

使用したコンビ ュー タは，NEC PC-

9801で，ディスケットは 「ヘルスメイクプ ログ

ラム 」〔Ver幻， No. 1食品フ ァイル及びデー

タ入力，No.2ヘルスメイクプログラムである。

2) ヘルスメイクプログラムの内容

ディスケットには次のような内容が収められ

ている。

No. 1食品ファイル及びデータ入力： 642の食

品が登録されているが，必要に応じ，食品 ・料

理・献立の追加登録が可能である。

No. 2ヘルスメイクプログラム： 次に示す 9本

のプ ログラムから構成されている。

①メニュー②基礎数値入力③栄養診断④運動診

断⑤総合判定アドバイス⑥食品ファイル登録⑦

一覧表アウトプッ ト⑧統計解析⑨ファイル編集

8)研究内容

事例研究として， 1例のヘルスメイクプログ

ラムの実施経験を述べ， 次いで，学生集団の一

覧表のアウ トプットおよび統計解析を行った。

3 研究結果

1)事例研究

19歳，生活活動強度 1（軽い）の女性につい

て，ヘルスメイクプログラムによる栄養診断，

運動診断および総合判定アドバイスの過程を説

明する。

(1)調査表の記入と チェック

基礎調査表，食生活調査表，活動調査表につ

いて記入，持参しても らい，その内容を栄養士

が詳しくチェックする。

(2)データ の入力

NEC PC-9801に「ヘルスメイクプログラ

ム」のディスケッ トNo.L No. 2をセッ トしてプ

ログラムをスタ ー トさせる。

プログラム ・メニュー ：〔1〕入カプログラム

〔2〕参照 ・修正プログラム 〔3〕食品ファイル作

成プ ログラム 〔4〕一覧表ァウト プッ ト・ 統計解

析〔5〕ファイル編集プ ログラムの中から〔l〕入

カプ ログラムを選択し， 基礎テータ ・栄養診断

・運動診断の各データを入力する。

(3)基礎データ 表

氏名，年齢，住所， 電話番号，性別，妊娠状

態，生活活動強度，身長，体重，棚準体重，肥

表 1 栄菱素パ ランス表
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満度が表示される。

(4)食生活調査表

111 9り り9 fI K79寸属ト•i院で仕部

朝・昼 ・タの食事内容が，食品コード番号，

食品名，数星によって示され，下端に喫煙本数

が示 される。

(5)栄養素パランス

表 1に示すように栄養素バランス表と棒グラ

フが示される。この表には 1日に摂取した食品

のエネルギー，蛋白質，脂質，糖質，食塩，カ

ルシウム，鉄，カ リウム，ビタミンA,B1, B2, 
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Cの朝 ・昼 ・タ，合計が示され，必要量に対す

る過不足も表示される。この例では特に問題の

ない成績であった。

中央の棒グラフは，蛋白質，脂質の動・植物

性比率を示すもので，これでみると ，適正比率

にくらべ，やや動物性に片寄っていた。

(6)栄養素バランスレーダーチャ ー ト

ここには，朝 ・昼・タのエネルギーバランス

と各摂取栄養素量等が円グラフで示される。

この例では，朝食の摂取量が，やや少ない煩

向がみられるが全体としては，ほぼ良好なバラ

ンスであった。（図 1)

タパラノス（ IれはBOkml)
9取 l臨 /!769kml必要
22.I/22Ii.l 

贔
38.2彩
如k~ I

Ot'. 

:：ビク/::À9クエ

28.9!1, 

4印kml

6・ 1点

図 1 栄菱素バランスレーダーチャート

(7)活動時間表

2瞬間の活動時間を最短時間 5分とし ，活

動係数一覧表を参考にして，時間，活動Noを入

力すると図 2のような活動時間表が示 される。

(8)消費エネルギー表

次に項目別の時間と消費エネルギー， 消費エ

ネルギー合計，摂取エネルギー，過不足，夕食

No 34 
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□ I 2 
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図2 活動時間表

' 9 9 

］別り
ll 

勉

強

13 14 

1口＆::

時刻，就寝時刻が示される。

(9)摂取・消費パランスチャ ート

横軸に時刻を縦軸にエネルギーの過不足をと

って，一日の時々刻々のエネルギーバランスを

折線グラフで示したもので，24時の値が 0に近

い程バランスがとれていることを示す。この例

では，ー 151kcalで消費がやや上回っていた。

（図3)
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図3 ー日のエネルギーパランスチャ ート

(10)総合判定表とアドパイス

総合判定は表 2に示すように，①朝食エネ ル

ギーパランス②昼食エネルギーパランス③夕食

エネルギーバランス④夕食の時刻⑤ エネルギー

バランス⑥蛋白質バランス⑦脂質バランス⑧糖

質バランス⑨食塩バランス⑩カルシウムバラン

ス⑪鉄パランス⑫ビタミンAバランス⑬ビタミ

ンB1バランス⑭ビタミンB2バランス⑮ビタミ

ンCバランス⑯ァルコール摂取状態⑰タバコ喫

煙本数⑱肥満度⑲摂取 ・消費エネルギーバラン

ス⑳運動消費エネルギー不足⑪睡眠時間（就寝

時刻）について各4~5点の配点で100点満点

で採点され，80点以上は合格，79~60点は要注

意，59点以下は早急に生活改善が必要と判断さ

れる。この例ては84点て合格てあったが，運動

が0点，睡眠時間 1点，蛋臼質バランス 2点，

食塩バランス 8点，脂質バランス 4点，糖質バ

ランス 4点，カルシウムバランス 4点とそれぞ

れ問題があることを示していた。これらの異常

については，アドバイスプログラムがそれぞれ

準備されているが，ここには，蛋臼質バランス

についてのアドパイスを示した。
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表 2 総合判定表 表 5 総合判定得点一覧表

No.34 

氏名

年月B S60. 12. 10 

性9り年令 身及 体重 憬準体頂 労作 肥改度

おんな 19 156.o cm 46.o kg 49.5 kg 駐い — 7.1 劣

比 判定項 LI 調点 得点 N, 判定項 a 111点 得点

l "utエネルギーパランス 4 4 12 ピタtンAパランス 5 5 
2 Uたエ.,レギーパ うノス 4 4 13 ピタミン81パランス 5 5 
3 夕たエネルギーパラノス 4 4 14 ビク tンB2バうンス 5 5 
』 夕食の峙Pl 4 4 15 ビク tンCパうンス 5 5 
5 エネルギーパうン9 5 5 16 アルコール1!1敗状” 5 5 
● 蛋白霞パランス 5 2 17 ,,ゞコ天慢状限 5 9 
7 詣霞パランス 5 4 18 肥翼度 9 
8 呻 9ゞうンス 5 4 19 /!1取内Rエネルギーパうン9 5 ; 
9 RJI(パう ンス 5 3 勾 運動杓Rェネル·•ー不足 5 0 
10 カルシウムパランス 5 4 21 縄駐閂閲（就摂峙刻） 4 I 
11 餃パラノス 5 5 合 II 点 100 8" 

川崎医H大字付“店院宋蔓部
No.6 翫B'llパ ランス

動碑伍白霞比中1251彩で通正比中の40劣19比ぺ嘉過ぎます。
，，なたの一日の蚤白'1l摂政璽ば，適量印°gの口°劣で '2.2g過蔚でr●
下記の代X的食品のグうフを参考1こしてm厄して下さい．
不足状店が続くと I. 成長•発釘停,t 2.貧血 ・疲れ訟ヽ 3.頭の働さ が飩る

食品蟻ヽ含打畢 0 5 10 15 20g 

鵞内のさ さl!70g-

牛肉もも 10·— 
鰺 70 -
糸りl訥豆 50：一
木綿豆宮 1 00• 一
卵ー“ 50• 一
牛乳—* 200• 一

2) 一覧表アウ トプ ット

「ヘルスメイクプログラム 」のデータが蓄積

されると，全体像を調べることが必要となる。

メイン・メニューで〔4〕の一覧表アウ トプッ ト

・統計解析を選ぶと次の 6種類の一覧表をアウ

トプットすることができる。

①住所・氏名一覧表②基礎データ一覧表③栄

養診断データ 一覧表④栄養診断過不足％一覧表

⑤運動診断データ一覧表⑥総合判定得点一覧表

今回は，栄菱科学生39人の栄養素等摂取量一

覧表（表 3)，運動データ一覧表（表 4)，総

合判定得点一覧表（表 5)を示した。一覧表の

下には平均値が示されており，一覧表と平均値

表 3 栄程素等摂取紐一覧表
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表 4 運動データ一覧表
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をみることにより ，そ の集団の持っている問題

点を正確に把握することができ る。

栄養科学生39人の運動診断データ 一覧表の平

均値をみると，運動の不足，就寝時刻の遅いこ

とが指摘され，総合判定得点一覧表では，夕食

．蛋臼質 ・脂質のエネルギーパランスが悪く，

運動がほとんどされていないことおよび栄養素

パランスに若干の問題があることが示された。

3) 統計解析

一覧表のアウ トプッ トが終わっ た後，統計解

析を選択するとこのプログラムがスタートする。

第一項目と第二項目の選択メ ニューの中からそ

れぞれ一つを選択すると，二元配置型の度数分

表6 摂取エネルギーの肥満度別度数分布
及び平均値

コ社年月B 60. 12. 10-60. 12. JO 

摂駁工す・ルキ'- kc,¥ 

I I 2 I 3 I •I I 5 I 6 I 7 I 8 I 9 I JO I II 

-1 199 1200- 1400-1600-1800-2000-2200-2400-2600ー 合Jt平り加

I,--25 11 I I I I I I I I I I I 2061 

2 I -25-1 I I I I I I I I I I , I 191< 

'I -20-1 I I 2 I I I I I I I I I 2 I 2183 

,1-1sー 1I I I I I I I I,  I 1m  

肥 5I -10-1 I I I I 2 I I I I I I I 2 I I I 5 I 1867 

6 -5ー II I I I I 2 I I I I 12 I 1867 

滋 'I •-1 I I I I 2 I I I 2 I I I 3 I I I I'I  1697 
81 s- I I I I I I I I I I I 2031 

度• I 1•-1 I I I I I I I I I I I I 2034 

101 1s-1 I I I I I I I I I I I I 1m  

•,1 11 1 20ー 1

121 25-

131 30-

141 35-

151 40-

161 45-

11 合，~ 2 I a I 10 I 3 I,  I • I s I 2 I I I 39 I 1849 

18平均“ -3,71 -0.81 -3.0I -J.31 -0.81 -0.21 -1.sl -s.sl -13.21 -2.3 

N 

く平均fff・J度孜夕MiJi.＞

布表と内訳棒グラフで現されたヒストグラムお

よび相関回帰ができる ようになっている。ひと

つの例として，第一項と第二項目からそれぞれ

摂取エネルギー ・肥満度を選び，統計解析を行

った。肥満度別摂取エネルギ一度数分布及び平

均値を表 6に，肥満度別摂取エネルギーヒスト

グラム を図 4に示した。
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く ヒストグラム＞ 濶汽年月日 的.12.10-60.12.10 

N 

20 30 

図4 肥満度別摂取エネルギーのヒストグラム

4 考察

栄蓑指導にコン ピュータを使用した報告は

少なくないが， 「ヘルスメイクプログラム」の

ように栄養診断 ・運動診断・総合判定および一

覧表 ・統計解析プログラムを持ったコンヒ°ュー

タシステムの報告はみられない。したがって

「ヘルスメイクプログラム」は， 栄養科学生実

習に採用するとすれば，理想的なプ ログラムと

考えられる。

しかしながら， 実施にあた っては， 次のよう

な問題点が考えられる。

第 1に栄養指導室にコン ビュータの設置が

必要である。「 ヘルスメイクシステム」はカラ

ー表示であるから，患者の前で表やグラフをみ

せることが必要である。またプリンタ ーもカ ラ

ープリンターが望まれる。

第 2に実力のある指導者が必要である。コン

ヒ°ュータ の実習は見学では効果がなく，学生

が自分で コン ヒ°ュータを操作することが必要

である。 そのためには，コン ピュータに 習熟

した栄養士の指導者が望まれる。

第 3に対象者から正しい情報を得る ことが必

要である。コン ビュータは 1日の食事と生活

についで情報を提供するが，その基礎となる情

報は対象者の自己申告である。 したがって，情

報をチェックして正しい情報になるように修正

しなければならない。

第 4は対象者が「ヘルスメイクプログラム」

のアドパイスを理解 し，自宅で実施できるよう

具体的に指導する ことが必要である。

以上の問題点は「ヘルスメイクプログラム 」

の価値を損うものではなく ，むしろわれわれ栄

養指導チームのレベルアップをはかり ， 「ヘル

スメイクシステム 」を利用するよう，積極的に

努力することが必要と考えられた。

5 まとめ

1) われわれは栄養科学生が公衆栄養実習時に

行う ，コ ンピュータを利用した栄養指導に用

いるプログラムについて研究した。

2) この研究に高木葉子らが開発した「ヘルス

メイクプログラム」を用いた。

3) このシス テムは厚生省が提唱した栄養 ・運

動・休養の3要素から指導できるよう ，栄養診

断プログラム ・運動診断プログラム・総合判定

プログラムから成り立っている。

4) このシステムを利用して栄養科学生39人に

ついて調査をした。各人についてプログラ ムに

従って入力し，各人のデータと39人の統計解析

を行った。

5) このシステムは入力，データ処理が極めて

能率的で短時間に必要なデータ を数多く 打ち出

すことのできる優れたプログラムであることが

わかった。

6) 「ヘルスメイクプログラム」は，学生実習に

用いることのできる優れたものであるとともに，

今後は地域や病院においても栄養指導に活用す

べきシス テムであると考えられた。
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